



































































かゝれども、人の見及ばぬ蓬萊の山、荒海の怒れる魚の姿、唐国の激しき獣の形、目に見えぬ鬼の顔などの、おどろ〳〵しく作りたるものは、心にまかせて、一際目驚かして、実には似ざらめど、さてありぬべし。世の常の山のたゝずまひ、水の流れ 目に近き人の家居ありさま、げにと見え、なつかしくやはらひだるかたなどを、静かに描き交ぜて すくよかならぬ山のけしき、木深く世離れてたゝみなし け近き籬の内をば、その心しらひおきてなどをなむ 上手はいと勢ひことに、悪ものは及ばぬ所多かめる。
　「唐国の激しき獣の形」が遠ざけられ、やはり日本の「なつかしくやはらひだるかた」が称揚される。 「前節にいう蓬萊山・猛魚・猛獣・鬼は、唐絵の題材である」 一方後節の「風景画は倭絵である。日本の風物を描くのである」 （ 『源氏物語評釈』 ） 。　総じて「唐絵」は、たとえ現実から離れても、人の気を引き、その耳目を驚かす、刺激的で大仰な表現を好し








前者では下手も相当にかく、後者は上手でないとかけない。倭絵のほうがむつかしい、とは、一条天皇ごろゆえにこそ、いうことができたのである。唐絵の権威にたいして が興隆してきた時代に、作者は生まれていたのである。美術史上藤原時代と呼ばれるものは、醍醐天皇ごろから始まった。和風文化の時代であり、一条天皇ごろがその最盛期であっ 。美術がそう あったように、文学も和風が隆盛し のである。その絶頂が、この『源氏物語』であった。仮名によって、日本語の美を追及 、日本人の心を形象化 た『源氏物語』においてこそ、 の倭絵重視論は輝くのである。
　「倭絵重視」は、唐絵の否定克服を前提とするだろう。とすれば、 「長恨歌の御絵」 、 「絵に描ける楊貴妃」の唐絵『長恨歌』の否定克服は、唐詩『長恨歌』の否定克服にも直結するはずである。　「唐めいたる装ひは麗 しうこそありけめ」という『長恨歌』の楊貴妃に対して、源氏物語にあっては、それをも凌ぐヒロインが、日本独自の美しさをもって、 「なつかしうらうたげ」と造型された。
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また得意とした所である。これにあたるものを、紫式部は現実の世界のこととして描いた（ 『源氏物語』には現実にありうべからざることは書いていない。当時の物語 、みな超現実的な事柄を描いているので、これは『源氏物語』の特色と考えられている） 。
（ 『源氏物語評釈』 ）










神田秀夫「白楽天の影響に関する比較文学的一考察」 （ 『古小説としての源氏物語』所収）は、 「長恨歌には醜
























　『長恨歌』には、前述したように（其五参照） 、民話の段階での「美化」に加えて、作者白楽天による「美化」がかなりあったものと考えなければならない。　例えば、その第七条、 『長恨歌』は玄宗・楊貴妃、 「両者の間に純な恋愛があつたと書いてゐる」 。確かに『長











































　「横死」とは、穏やかで い。 「横死とは自然でない死に方である。更衣は、直接手は下されなかったが、はかられたり、いじめられたりして、結局殺されたようなものだ、というのである」 （ 『源氏物語評釈』 ） 。　その原因を、 「あまりに寵の甚しきゆへ」と、帝の「寵」に求めるのであれば、これは帝への批難に当たろ
































それに対して、 『源氏物語』の冒頭はまったく違う。 『源氏物語』の冒頭は、まず真先に、 「女御、更衣あまた」













『源氏物語』の冒頭文は、結局は「すぐれて時めき給ふ」一人の女性の存在の紹介に帰結するのである。 『長恨歌』を下敷とし、そのストーリーをなぞりながら『源氏物語』は展開す と言っても そ 叙述の基本的なあり
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方は、対照的に異なっている。　『源氏物語』は、あくまで女性の現実に立脚する。そしてそれを、恐らく女性の立場から語って行く。そもそも、問題の立て方が、 『長恨歌』とは根本的に異なるのである。同じ一つの恋愛でも、男の側から見るのと、女の側から見る とでは、それはま たく様相を異 したも にな　男の物語と女の物語。




































































傍線を引いて示したように、事、 「長恨歌」 、 「楊貴妃」に及ぶとき、その前後の文章には、にわかに対句 対偶
表現が多く現れる。これは無論、 「太液の芙蓉、未央の柳」と『長恨歌』の文言が引かれるように、唐詩『長恨歌』の対句の自らなる影響であろうが、それはしばしば、 「大和言の葉をも、唐土の詩をも」 、 「唐めいたる装ひは麗はしうこそありけめ、なつかしうら たげなりしを」と、和漢の対比ともなる。これは『源氏物語』の、 『長恨歌』への対抗意識の われではな ったか。つまり、文章表現においても、 『源氏物語』 長恨歌』を意識するところがあったのであろう。そしてその両者の対比は なつかしうらうたげなりし 思し出づるに、花鳥の色にも音
一八二
にもよそふべきかたぞなき」というところへ落ち着いて行くように、結局、軍配は和の方に挙げられるもののようである。
付記
　
本稿成るに当って、平成三十年度成城大学特別研究助成を受けた。
